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１．はじめに 

 
耐震化推進や地域防災力向上のためにはそれを実行す

る人の力が不可欠となるが，それらの活動を支える啓発

のためのシステムや教材の重要性も高い．優れたシステ

ム・教材によって自らの危険性を実感し，正しく理解す

ることで，初めて自主的な防災対策が実施される． 
システム・教材の例として，文部科学省防災研究成果

普及事業の一環として開発された「地域防災力向上シミ

ュレータ1)」がある．これはWebGISをプラットフォーム

としながら様々なサブシステムや実際の教材などを連携

させ，住民が地震対策の必要性に「気づき」「学び」

「実践」することができる一連の仕組みである．「地域

防災力向上シミュレータ」は各地域に展開可能なプロト

タイプシステムであるため，筆者らはこれのコンセプト

を継承したWebGISベースの各種システムを開発し，一般

公開のサービスとして実用化している． 
システムを実用化する上ではプロトタイプの段階から

様々な点で工夫と開発が必要になる．例えばハザードを

我が事と実感し「気づく」ために高解像度なデータが不

可欠であるが，それを広域で網羅的に整備しなければな

らない．また「気づき」を受けて効果的に「学ぶ」ため

には，様々な利用者のレベルに応じたインターフェース

を開発しなければならず，GISとしての表現の工夫に加

え，利用する楽しさや，GoogleMapsやブログサービスな

ど近年スタンダードとなってきたWebツールと共通の操

作性も鍵となる．「実践」においては，利用者の防災活

動を支援するような環境を提供することが考えられる．

さらに，システムを用いたeラーニングには時間や場所の

制約がない反面，バーチャルであることによる教育効果

の限界もあり，これを補うためにはシステムと教材2)と

の連携や，それを活用するための人作りや場の整備も必

要となる． 
本論では，このような要件を満たした上でシステムを

実用化するためのコンテンツやインターフェースの工

夫・開発について述べる．また，システムと教材を連携

して利用できる学習施設についても述べる． 
 
 
２．広域・高解像度データを統合利用するハザー

ドマップ 
 

（1）愛知県防災学習システムの概要 
 「地域防災力向上シミュレータ」のWebコンテンツと

その利用の流れをベースとし，愛知県下の一般市民を対

象とした「愛知県防災学習システム」3)を開発した．同

システムは2008年4月7日より愛知県防災局のホームペー

ジで一般公開されている．本章では，コンテンツの一つ

であるハザード情報閲覧WebGIS「防災マップ」に関して，

県全域にまたがるデータの統合的な活用を可能にする仕

組みの構築と，利用者にとってできるだけ使いやすいイ

ンターフェースの開発について述べる． 
 図1に，防災学習システムのハード機器のシステム全体

構成図を示す．多数の同時アクセスに対応できるよう，

サーバの多重化や負荷分散を考慮したシステムとした．

合計9台のサーバのうち，4台が防災マップの機能を担当

している．防災マップに対するリクエストはまず負荷分

散サーバが受け，地図描画など実際の処理を2台のGISサ
ーバに振り分ける．地図描画に用いる各種のデータや，

WebGISの動作プログラムはデータベースサーバに置かれ，

2台のGISサーバにそれぞれNFSマウントされている．こ

れにより耐障害性を向上させつつ，データ更新などのメ
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ンテナンス性を確保している． 
 
（2）高解像度かつ広域をカバーするGISデータの整備 
 表1に，防災マップで利用するデータとデータ所有者の

一覧を挙げる．県下全域での利用を可能にするために，

愛知県全域をカバーする500mメッシュのデータをベース

とした上で，市町村が整備したより高解像度のデータと

連係できる仕組みを構築した．具体的には想定東海・東

南海地震連動時における予測震度および予測液状化危険

度について，県下6市町村から高解像度データの提供を受

け，データ形式を県のものと統一した上で登録した．地

図上で県のデータと市町村のデータが共に存在する領域

については，市町村データのレイヤに自動的に切り替え

て表示するような機能をWebGISに実装した（図2，任意

で県のレイヤを表示することも可能）．この仕組みによ

り，今後市町村が高解像度のハザードマップを作成した

際は，データを随時追加することで統合的なデータ環境

の整備をはかることができる．また利用者は市町村デー

タの整備状況によらず共通の操作で県下全域を閲覧する

ことができる．なお，市町村データのうち名古屋市と新

城市については，「地域防災力向上シミュレータ」開発

と合わせて高解像度ハザードマップの作成4) 5)が行われた

ものである． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

筆者らはこれまでの経験から，住民がハザード情報を実

感するためには自宅の位置が認識できる程度の高解像度

なマップを見せることが非常に効果的であると理解して

いる．しかし市町村がハザードマップを整備した場合，

その多くは紙媒体あるいはpdfファイルなどの画像として

公開され，横浜市の事例6)を除くと必ずしもデータが有

効に活用できる環境が整備されているとは言えなかった．

今回開発したデータ統合化の仕組みを活用すれば，市町

村としてはデータ活用のために新たなGISを構築する必

要がなく，また県としては高解像度なデータの充実が図

れるため，双方にメリットが有る形でハザードマップ整

備のインセンティブとなる． 
 

（3）利用者のレベルにあわせたインターフェース開発 
 「地域防災力向上シミュレータ」の評価を行うために，

大学生から高齢者までの幅広い年齢層を対象として，

WebGISを利用したワークショップを実施した．そのうち

地域の自主防災組織のメンバーである比較的年齢層の高

い27名に対してアンケート調査を行ったところ，自宅の

安全性について関心が高まった，あるいは身近な情報と

してイメージしやすい，と答えた人が半数以上となった．

アンケート結果を図3に示す．このような意見から，「地

域防災力向上シミュレータ」開発時の目標が，おおむね

達成されているものと考えられた． 
一方，筆者が利用者と接し直接ヒアリングした結果，

「操作が難しい」「画面が複雑で，そこから何を読み取

っていいか分からない」という声も少なからず聞かれた．

これらは主に表示や操作性などの問題であり，インター

フェース面の改善が防災学習システム開発における重要

な課題となった．また，「一人で利用するのは難しいが 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ルータルータ

インターネット

ポータルサイト/DNSサーバポータルサイト/DNSサーバ

地域防災の広場/Mailサーバ地域防災の広場/Mailサーバ

建物倒壊シミュレータサーバ（1）建物倒壊シミュレータサーバ（1）

建物倒壊シミュレータサーバ（2）建物倒壊シミュレータサーバ（2）

HUBHUB GISサーバ（1）GISサーバ（1）

GISサーバ（2）GISサーバ（2）

DBサーバDBサーバ

ファイアウォールファイアウォール

HUBHUB

負荷分散サーバ負荷分散サーバ

動画配信サーバ動画配信サーバ

データ 整備状況 データ所有者

予測震度 県内全域 愛知県データ＆一部市町村

予測液状化危険度 県内全域 愛知県データ＆一部市町村

土地分類図 県内全域 愛知県データ＆国土地理院

津波高 県内沿岸部 愛知県データ

津波浸水深 県内沿岸部 愛知県データ

避難所 県内全域 愛知県データ

防災活動拠点 県内全域 愛知県データ

緊急輸送道路 県内全域 愛知県データ

過去の空中写真 山間部を除く県内全域 国土地理院

背景図（市街図）
県内全域

（山間部は1/15000以上）
愛知県統合型GISよりwms取得

データ 整備状況 データ所有者

予測震度 県内全域 愛知県データ＆一部市町村

予測液状化危険度 県内全域 愛知県データ＆一部市町村

土地分類図 県内全域 愛知県データ＆国土地理院

津波高 県内沿岸部 愛知県データ

津波浸水深 県内沿岸部 愛知県データ

避難所 県内全域 愛知県データ

防災活動拠点 県内全域 愛知県データ

緊急輸送道路 県内全域 愛知県データ

過去の空中写真 山間部を除く県内全域 国土地理院

背景図（市街図）
県内全域

（山間部は1/15000以上）
愛知県統合型GISよりwms取得
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地図上で自宅の場所を指定し、倒壊シミュレーションを行った結果をどう受け止めるか

１．自宅の安全性についてもっと詳しく知りたいと感じる
２．身近で具体的な結果としてイメージしやすいと感じる
３．一般的に注意喚起されるよりはわかりやすい
４．このようなシステムを使わなくても、一般的な安全知識だけで十分

図１ 防災学習システムハード構成図 

市町村データの
有るエリア

①

②

愛知県データを表示中、市町村データの
有るエリアに地図の中心を移動すると

自動的に高解像度の市町村レイヤを表示

図２ レイヤ自動切り替えのイメージ 

表１ 防災マップで利用するデータ 

図３ ワークショップのアンケート結果 
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ファシリテーターに操作を教えてもらい，内容を解説し

て貰えばよく理解できる」というヒアリングの意見もあ

った．このことから，Webシステムであってもその利用

をサポートする人の存在が重要であることを確認した． 
図4に防災学習システムのWebGISインターフェース画

面を示す．基本的な操作体系はGoogleMaps等最近の地図

サービスに準じたドラッグ形式のものとし，スケール 
バーによる拡大縮小や緯度経度のリアルタイム表示，広

域図の表示などを実装している．そこへ表2のようなハザ

ード情報閲覧のシナリオを設定し，シナリオ進行ボタン

のクリックまたはキーボードEnterキーの押下によって次

のシナリオへと進めるようにした．さらに画面下部に 
はシナリオ進行に応じた文章が表示され，表示中の地点

の予測震度や土地条件の解説などが表示される．これら

の工夫により，地図の表示に関する操作をなるべく意識

することなく，ハザード情報に集中して閲覧することが

できるように配慮した．なおシナリオの最後では，自宅

（木造戸建て住宅が対象）の条件を入力して建物が倒壊

するかどうかのシミュレーションを行い，自宅の揺れを

実感することができる．建物倒壊シミュレータの画面を

図5に示す．上級者向けには，建物の条件をCAD図面で

入力できる詳細版もある．これにより，自宅の危険性を

認識しその原因を調べ，揺れを実感して対策へと進むと

いう効果的な流れに誘導することができる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（4）愛知県防災学習システムの運用について 
 防災マップと次章で述べる「地域防災の広場」のGIS
背景図は，愛知県が運用中の県域統合型WebGIS「マップ

あいち」から，地図配信の国際規格であるwms形式で動

的に取得している．このように地図データの相互運用を

行うことにより，それぞれのシステムで個別にデータを

整備する必要が無くなりデータ整備コストを抑えること

ができる．さらに，自治体が公開する一連のシステムに

おいてデータの更新状況が統一されるなど，多くのメリ

ットがある．相互運用技術の積極的な導入例えば7)などは，

今後各地域の自治体に同様のシステムが普及する為に重

要な点であると考えている． 
 公開から一ヶ月半の間の防災学習システムトップペー

ジへのアクセスログを見ると，公開から一定期間は一日

100アクセス程度だった．ところがテレビで報道された5
月14日は約8000アクセス，それ以降も一日1000アクセス

以上と急激に伸びている．システムの利用促進に当たっ

ては，メディア等を介した広報が不可欠であると言える．

現在，愛知県外の自治体の防災・建築担当者からも，同

様のシステムを導入したいという要望が2件届いている． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シナリオ 表示レイヤ（右／左） 内容

0 なし 地図の使い方を説明

1 予測震度 自宅の震度を知る

2 予測液状化危険度 自宅の液状化危険度を知る

3 市街図 ／ 過去の空中写真 自宅周辺の現在と過去の様子を比較

4 市街図 ／ 土地条件図 自宅周辺の土地条件を知る

5 予測震度 ／ 土地条件図 土地条件と震度の関係を知る

6 液状化危険度／土地条件図 土地条件と液状化危険度の関係を知る

7 なし 自宅地点で建物倒壊シミュレータを開始

シナリオ 表示レイヤ（右／左） 内容

0 なし 地図の使い方を説明

1 予測震度 自宅の震度を知る

2 予測液状化危険度 自宅の液状化危険度を知る

3 市街図 ／ 過去の空中写真 自宅周辺の現在と過去の様子を比較

4 市街図 ／ 土地条件図 自宅周辺の土地条件を知る

5 予測震度 ／ 土地条件図 土地条件と震度の関係を知る

6 液状化危険度／土地条件図 土地条件と液状化危険度の関係を知る

7 なし 自宅地点で建物倒壊シミュレータを開始

図４ 防災マップ画面 

（上：通常のマップ初期画面，下：シナリオ型マップ） 

表２ シナリオ型マップの流れ 

図５ 建物倒壊シ

ミュレータ画面 

 

（上：建物条件入

力画面例 

 

下：シミュレーシ

ョン動画） 
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３．自主防災組織がWebコミュニティを構築するた

めのブログマップシステム 
 

（1）Webコミュニティ環境「地域防災の広場」の概要 
 前章の防災学習システムでは，県下の自主防災組織が

自由に情報を書き込むことのできるマップとして「地域

防災の広場」を併せて開発した．これは地域の防災情報

や安全情報をコミュニティ内で共有するためのシステム

であり，WebGIS上の位置情報を持ったブログ形式の記事

を，コミュニティのメンバーが誰でも投稿，編集，コメ

ントできるものである． 
自主防災組織は災害時の対応だけでなく，平常時から

地域防災力向上に大きな役割を果たす事が期待される一

方，その活動に基づいて得られる地域の情報や知見の蓄

積ができないことが問題となっている．例えば，活動地

域の白地図をベースとし，ブレインストーミング的に情

報を書き込むワークショップなどはよく行われるもので

あるが，そこで作成された情報はその場限りのものとな

ってしまうため，地図に書き込まれた貴重な成果を保

存・蓄積し，継続的な検討を行うことが望まれていた．

地域防災の広場はこの点を解決し，自主防災組織のコミ

ュニティ内で地域情報を共有することで，その活動を一

層地域防災力向上のために生かすことができると考えら

れる．なお，愛知県は自主防災活動推進のための人の育

成として，地域の防災リーダー養成講座「あいち防災カ

レッジ（平成14～18年度）」や，より専門的な役回りの

「耐震化アドバイザー養成講座」「防災まちづくりアド

バイザー養成講座」を行ったり，県内の市民，ボランテ

ィア，行政，企業からなる「あいち防災協働社会推進協

議会8)」を設立するなどしている． 
図6に地域防災の広場のサンプルサイトを示す．トップ

ページの初期表示ではブログ記事の部分が主体で表示さ

れているが，地図を大きく表示することもできる．地図

上のアイコンをクリックすることで該当する記事が表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

示され，その逆に記事のアイコンから地図中の該当地点

を表示させることができるなど，GISとブログ記事が連

動したシステムとなっている．記事にはコメントを付加

することが可能であり，投稿された防災情報に対して，

コミュニティ内で議論・検討を重ねることができる．記

事の投稿は，あらかじめ設定したカテゴリから記事の内

容に相当するものを選び，地図上の地点を指定すると地

図上にカテゴリに対応した記事のアイコンが登録される．

記事投稿の操作は一般的なブログの更新と同様であるが，

Microsoft Wordの文章からコピー＆ペーストで体裁をその

ままに記事を作成することができたり，記事の位置情報

を地図上で変更できるなど，操作性にも配慮した． 
 

（2）一般市民が利用するコミュニティ環境の運用 
地図や記事の閲覧を含め，このシステムの利用には事

前にコミュニティ単位での利用申請を行った後，登録メ

ンバーとしてログインする必要がある（ただしサンプル

マップの閲覧は誰でも可能）．地域の活きた防災情報に

は，プライバシーに関わる部分も多く含まれているため

である．利用に当たって，行政（愛知県）はあくまでシ

ステムの利用環境を提供するという立場であり，コミュ

ニティへの参加メンバーの追加・削除もコミュニティ代

表者が行う取り決めになっている．コミュニティのメン

バー全員が必ずしもWebGISやブログの操作に慣れている

とは限らないが，「地域防災力向上シミュレータ」で開

発したブログマップシステムのプロトタイプを用いて，

県下の自主防災組織にテスト利用してもらったところ，

コミュニティ内でファシリテーター役を買って出てくれ

る人がおり，その人の牽引によって外部のファシリテー

ターが居なくともコミュニティ維持が可能であることが

確認できた．システム公開から一ヶ月半で利用申し込み

は6件あり，いずれも地域に根ざした自主防災組織からの

ものであった．今後，システムの利用により地域防災情

報が蓄積され有効に活用されていくことが期待される． 
 

記事の内容文章を入力記事の内容文章を入力

地図から記事内容の位置を決定地図から記事内容の位置を決定

画像等のファイルを添付画像等のファイルを添付

図６ 地域防災の広場画面（左：サンプルサイトトップ，右：記事投稿画面の構成） 
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４．ハザード情報を実感できる4次元WebGIS 
 
 過去から現在における各年代で，都市や地形，土地の

利用がどう変化したかを把握することは，防災の「気づ

き」「学び」という観点からも極めて重要である．現在

住んでいる場所が，かつてどのような地形で，どのよう

な土地として利用されていたかを知ることは，自らの危

険性を実感し受け入れることに直結するからである．そ

こで，一般には平面的な情報であるWebGISに，切土盛土

データや標高データなどの高さ方向の情報と，過去 
から現在に至る時間変化の情報を盛り込むことにより，

ハザード情報をより適切に実感できる４次元WebGISを開

発した．以下では関連する3件の事例について述べる． 
 
（1）二画面で過去と現在を比較する都市変遷マップ 
名古屋市都市センターとの共同研究において，WebGIS

ベースで名古屋市市街地の変遷をわかりやすく確認でき

るシステムを開発している． 
 地図データがデジタル化され様々なシステムに取り込

んで利用できるよう整備され始めたのは最近であり，過

去の地図情報に関しては基本的に紙ベースである．そこ

で様々な過去の地図をスキャンし，ひずみ等を修正した

上でイメージデータとして取り扱う事にした．用いた地

図データの一覧を時系列で表3に示す．表のように広域図

に関しては大正9年から約15年間隔でデータをそろえるこ

とができた．広域図以外では，個々の建物や道路の変化

を見るための詳細図，土地利用の変化に着目するための

建物用途図，より状況を実感でき地図を見慣れない人に

とっても興味の持てる空中写真などを整備した．さらに

地図に重ね合わせるための付加情報として，表4に示すデ

ータを登録した．例えば，標高データを高さ毎に色分け

して各年代の市街図に重ね合わせることにより，昔の都

市が台地の上に広がっていた様子や，まちの広がりによ

って人の住む場所がどんどんと低地へ拡大していく様子

などが見て取れる（図7）． 
 プロトタイプの都市変遷マップ画面を図8に示す．イン

ターフェース面での最大の特徴は，地図を左右に二つ並

べて表示し，左右で縮尺や表示位置を連動させることが

できる点である． 
一般的なハザードマップでは，背景地図上に複数の情

報を重ねて表示することにより，相互の関係を理解でき

るようになっている．しかし，描画の設定やレイヤの重

ね順，あるいは情報量によっては，画面が見づらく煩雑

になってしまう場合がある．また古い地図などをスキャ

ンしてラスターデータとして用いる場合は，ひずみを補

正しても他の地図と正確に位置を合わせるのは困難であ

り，重ねて表示した際のずれが読み取りにくさにつなが

ることもある． 
本システムでは一般的な重畳表示に加えて，二画面を

並べて表示することにより，このような問題を回避し，

情報を見やすくすることを意図している．なお，地図の

読み取りに慣れていない利用者にとっては，左右の地図

を見比べて頭の中で重ねるには有る程度の習熟が必要に

なる可能性もあるが，本システムでは左右地図の拡大縮

小や移動を連動できること，公共施設位置などのランド

マークおよび主要道路・鉄道などのライン情報を用意す

ることなど，左右の地図における位置の対比が見やすく

なるような技術的工夫を盛り込んでいる．実際の利用者

の聞き取りからも，見やすいとの意見が大半であった． 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主題 縮尺 時点 作成元
名古屋市全域 1/175000 現在（平成19年） 市販

広域地図 1/50000

明治24年 国土地理院
大正9年 国土地理院

昭和5−13年 国土地理院
昭和26−31年 国土地理院

昭和45−46年 国土地理院
昭和57−58年 国土地理院

平成9−12年 国土地理院

詳細地図 1/2500

昭和30−33年 名古屋市都市計画図

昭和44−47年 名古屋市都市計画図

昭和60年 名古屋市都市計画図

平成12年 名古屋市都市計画図

建物用途図
1/12000 大正9年 名古屋市

1/25000 昭和47年 名古屋市

1/30000 平成12年 名古屋市

空中写真 1/50000 昭和13年 国土地理院

主題 縮尺 時点 作成元
名古屋市全域 1/175000 現在（平成19年） 市販

広域地図 1/50000

明治24年 国土地理院
大正9年 国土地理院

昭和5−13年 国土地理院
昭和26−31年 国土地理院

昭和45−46年 国土地理院
昭和57−58年 国土地理院

平成9−12年 国土地理院

詳細地図 1/2500

昭和30−33年 名古屋市都市計画図

昭和44−47年 名古屋市都市計画図

昭和60年 名古屋市都市計画図

平成12年 名古屋市都市計画図

建物用途図
1/12000 大正9年 名古屋市

1/25000 昭和47年 名古屋市

1/30000 平成12年 名古屋市

空中写真 1/50000 昭和13年 国土地理院

データ 時点 データ所有者

標高地図 平成2年 国土地理院

町丁目界 名古屋市

学区界 名古屋市

公共施設位置 平成18年 国土数値情報

鉄道 平成18年 国土数値情報

道路 平成7年 国土数値情報

公園緑地 名古屋市

ランドマーク 愛知県

風景写真 現代及び過去の対比 名古屋市都市センター

データ 時点 データ所有者

標高地図 平成2年 国土地理院

町丁目界 名古屋市

学区界 名古屋市

公共施設位置 平成18年 国土数値情報

鉄道 平成18年 国土数値情報

道路 平成7年 国土数値情報

公園緑地 名古屋市

ランドマーク 愛知県

風景写真 現代及び過去の対比 名古屋市都市センター

図８ 都市変遷マップ画面（左：明治，右：現在） 

図７ 明治時代の広域図と標高の重ね合わせ 

表４ 都市変遷マップに重ねるデータ 

表３ 表示可能な過去から現在までの地図 
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二画面表示と重畳の使い分けについては，今後さらにい

ろいろなケースで検討を進めていく予定である． 
地図上の矢印アイコンをクリックすると，付加データ

として登録されている新旧の町並み写真を閲覧すること

ができる（図9）．現在名古屋市都市センターが収集・管

理している古い町並みの風景写真と，現在の町並み写真

をあわせて整備しつつあり，今後Webを通じて市民にも

写真の提供を求めるなど，まちの風景写真アーカイブス

として成長させていくことを予定している． 
 

（2）楽しみながらリアリティを持って地域ハザード情報

を閲覧できる3次元GIS 

標高データのより実感しやすい表現手法として，3次元

で表示・移動のできるWebGISを開発した．導入事例であ

る愛知県新城市の中心部は中山間地に位置しているため，

標高データを反映した立体的な地図表現ができ，これに

よりあまり防災やハザード情報に興味のない一般市民に

も親しみを持って利用してもらうことを狙っている．3次
元GISの画面例を図10に示す．WebGISの経験がない利用

者にも3次元の操作を楽しんで使ってもらうため，極力シ

ンプルなインターフェースとした．画面下部のボタン操

作により，拡大縮小に加えて方位の回転や俯角の変更を

行うことができ，視点を自由に操作しながら地形を眺め

ることができる．この「3次元の地図をバードビュー的に

操作することの楽しみ」は非常に効果が高く，まずは視

点を操作することを楽しみ，次に自宅や地域を俯瞰的に

眺めた上でハザード情報を重ねることで，利用者が我が

事と実感しながら情報を受け入れている様子が実際の利

用場面から確認できた． 
別の3次元GISの活用事例として，過去から現在に至る

複数の空中写真を表示し，現在の様子から徐々に過去

（あるいはその逆）に変化させるアニメーション表示を

させたり，切土盛土の情報を重ねて地形変化を確認する

ことも可能である． 
 

（3）ハザード情報の説明性を向上させる地名の利用 

ハザードマップは被害予測の最終的な成果物であり，

予想される被害の程度を端的に示すものであるが，一般

市民がそれを我が事として受け止めるには，被害の理由

を納得することが不可欠である．一方地名はその土地の

成り立ちを示す重要な情報であり，地名の由来を分析し

種別毎に分類してハザードマップと重ねる事で，被害と

土地の成り立ちの関係をわかりやすく理解することがで

きる9)．このように，一般市民にとってなじみのある地

名のような情報を用いてハザード情報の説明性を向上さ

せる手法も，一連のシステム及びコンテンツ開発におけ

る重要な成果の一つである． 
図11に，一例として地名と地盤の良否の対応を示す．

町名や駅名など様々な地名情報と地形・地盤情報との対

応検討を行った上で，ここでは例として過去の地名が残

りやすく，かつ地点数の多いバス停名称を用いている．

例えば「川」「池」を含む地名は軟弱地盤に属するなど，

地名に基づく土地の良否と，実際の地盤種別が対応して

おり，身近な情報を使ってハザード情報の説明性を補う

ことが可能であるといえる． 
 
 
５．啓発システムと教材が連携した場の創造 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これまでに述べた各種システムの開発成果を活用し，

「地域防災力向上シミュレータ」のコンセプトである

「実感・体感」をキーワードとした「新城市防災学習ホ

ール10)」が建設・整備され，2008年4月から公開されてい

る．筆者らは学習コンセプトから各コンテンツの制作，

システム開発まで全面的に関わり，同施設におけるeラー

ニングと模型教材等による学習の連携に取り組んできた． 
eラーニングには，時間や場所の制約が無く，自分のペ

図９ 現在と昔の町並み比較写真 

図１０ ３次元ＧＩＳの画面と利用の様子 

図１１ 地名と地盤種別の対応 
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ースで学習を行えるというメリットがくある反面，バー

チャルであるが故の教育・啓発上の限界もある．例えば

地震の揺れを体や模型で体験したり，地震時の対応を訓

練することなどは不可能である．また，地域防災におい

て最も重要な自主防災組織の形成と活動の実践には，そ

れを行うための場が不可欠である．同学習ホールではeラ
ーニング的システムと体感型の各種教材が有機的に連携

しており，また自主防災活動のためのスペースもある．

図12に学習ホールの各コンテンツの写真を示す．入り口

すぐの床には新城市の空中写真が大きく描かれており，

来場者は鳥の視点から自分の住まいを探す．その印象を

持ちながら施設を利用すると，4次元WebGIS利用への興

味が増すと共に，展示されているハザード情報をより実

感し「気づく」ことができる．危険性に気づいた上で，

WebGISで計算された地震や建物の揺れを振動台により体

験したり，緊急地震速報の訓練を体験したりすると，地

震対策の必要性をより強く「学ぶ」事ができる．学習ホ

ールのオープニングイベントでは自主防災スペースで親

子を対象に実験や研修を行なった． 
学習ホールにおける個々のシステムや教材は，当初個

別に利用する目的で開発された2)．筆者らはそれらを用

いて啓発活動を行ううち，単体ではまかないきれないニ

ーズがある事に気づいた．例えば，システムを用いてハ

ザードを説明する場合，建物の振動現象や地震のメカニ

ズムについては，バーチャルリアリティよりも模型実験

の方が身近で実感でき，一目瞭然な場合がある．また，

システム利用者によっては，どうしても操作の説明など

補助人員が必要な場合もある．一方で模型教材はその特

性上，現象をかなり単純化して表現しているため，学習

者の「私の家や地域はどうなるの」といった具体的な疑

問に対しては，システムに譲らざるを得ない．そして，

多くの防災ボランティアは活動に際して，使えるツール

としてのシステムや教材を求めている．これらのヒト，

コト（システム），モノを一同に集めて有機的に連携し

て活用できる教育・啓発の場を用意することで，それぞ

れの啓発効果や担当者の志気を高めつつ，市民が集う機

会を作り出すことが出来る． 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ホールの利用者情報はICカードとデータベースによっ

て年齢・職業・学習結果など一人一人個別に管理されて

おり，利用状況の統計の他，繰り返しの学習によって理

解度の変化などを追跡できる仕組みを取り入れている．

利用状況の分析は今後の課題となるが，既に施設の活発

な利用が行われている．同様の目的で設置された「名古

屋大学地域防災交流ホール11)」が市民・専門家の研修や

活動において活発に利用されていることからも，本施設

が地域防災に大きく貢献することが期待される． 
 
 

６．まとめ 
 
効果的な防災意識啓発のステップである「気づき」

「学び」「実践」の流れへ誘導するための，各種実用シ

ステムを開発した．いずれも一般公開サービスとして既

に実用化されるか，またはその前段階に達しており，一 
般公開の要件を満たすコンテンツとインターフェースの

開発において，様々な独自性と新規性がある．コンテン

ツ開発に関する工夫としては「高解像度かつ広域のデー

タ整備」「地図データの相互運用」「自主防災組織のた

めのWebコミュニティ環境の提供」などがあり，インタ

ーフェース開発に関しては「地形や町並みの時間的変遷 
と標高・切盛を表現した4次元GIS」「地図を並べて比較

することで理解が高まる2画面GIS」「ハザード情報の説

明性を高める地名の活用」などがある．さらにシステム

単独での利用だけでなく，周辺で開発した教材と有機的

に連携した学びの場として「防災学習ホール」を開発し

た．システムや教材などの「モノ」と，学習の場やコミ

ュニティなどの「コト」に，自主防災組織のメンバーや

学習をサポートするファシリテーターである「ヒト」が

加わることにより，意識啓発は効果的で継続的な取り組

みになる．本論で開発したシステムはそのような連携の

中で用いられているのも特徴である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
謝辞 

長周期地震動の体験装置

床に描かれた空中写真

自宅の地震シミュレーション

防災情報ステーション

緊急地震速報の体験装置 各種模型教材の展示

図１２ 防災学習ホールの各コンテンツ 
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本論における各種システムの開発に当たっては，非常

に多くの方々のご協力をいただいた．愛知県防災学習シ

ステムの開発に当たっては，愛知県防災局の安藤康広氏

に全面的なご尽力をいただいた．建物倒壊シミュレータ

の開発に当たっては，えびす建築研究所の花井勉氏，日

本システム設計の河尻出氏にご協力いただいた．地域防

災の広場の開発に当たっては，デジタルアース・ラボの

望月嘉晴氏にご協力いただいた．都市変遷マップの開発

に当たっては，名古屋市都市センターの安田博幸氏，石

原宏氏，水野信一氏，及びデジタル地図研究会の各位に

ご協力いただいた．3 次元 GIS の開発に当たっては，ア

シストコムの宇田晃氏にご協力いただいた．新城市防災

学習ホールの開発に当たっては，新城市消防本部の大原

宗鑑氏に全面的なご尽力をいただいた．記して深甚なる
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